
   いわゆる

　　　◇ 労働者派遣法で禁止されている建設業務とは、土木、建築その他工作物の建設、改造、保存、修理、変更、破壊

　　　　若しくは解体の作業又はこれらの作業の準備の作業に係る業務をいいます。（労働者派遣法第４条第１項第２号）
　　　　　　　　

　また、除染作業は建設作業の準備作業とみなされる場合が多く

　　　　建設作業の準備作業への労働者派遣を行うことはできません。

　　　　　　　　　　 　　いわゆる

    次のような場合には、偽装請負とみなされ、労働者派遣法違反となります。

    請負が労働関係法令に照らして適正に実施されるようにしてください。

     　　　　　〒960-8021　福島県福島市霞町１番４６号　福島合同庁舎４階

偽装請負になっていませんか？

　労働者派遣法により、建設業務への労働者派遣は禁止されています。

　　　　 一般的に、派遣先が建設現場である場合には、単独で実施すれば建設業務に当たらない業務であっても、それが土木・建築
　　　等の作業の準備作業に当たるものとみなされることがほとんどであるため、禁止業務に該当することになります。

　　福島労働局　需給調整事業室　　〈お問合せ先電話番号〉　024-529-5746

　　　　 【参照】　「除染等作業に従事する労働者の放射線障害防止のためのガイドライン」　（平成23年12月 厚生労働省）
                  　　　http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/120118-01.pdf
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   請負により行われる事業が労働者派遣事業と判断

されないためには、自己の雇用する労働者を自ら直接

利用するものであること、請け負った業務を自己の業

務として請負契約の相手方から独立して処理するもの

であることなどが求められます。 
 【参照】 労働者派遣事業と請負により行われる事業 

 との区分に関する基準 （昭和61年労働省告示第37号） 

   http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/dl 

                      /h241218-01.pdf 

 請負契約と称しながらも、実態として「注

文主」と「労働者」の間に指揮命令関係が

ある場合には、いわゆる「偽装請負」とみ

なされます。 
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指揮命令 

（H25.7）　


